
令和 2年 3月 17 日 

 

予算決算常任委員長 重村 法弘 様 

 

予算決算常任委員 岩 藤 睦 子 

 

議案第 8号 令和 2 年度長門市一般会計予算に対する附帯決議 

 

下記のとおり附帯決議を提出します。 

 

記 

 

議案第 8号 令和 2 年度長門市一般会計予算に対する附帯決議 

  

 市は、以下の事項に十分留意の上、予算執行に努めること。 

  

１． 本市の基幹税目である市税等については、生活困窮や事業不振等によ

り滞納事案が発生した場合、現下の地域経済の状況に鑑み、減免や納

税猶予を適用するなど、滞納者個々の実情を十分考慮し、適切に対応

すること。 

２． 会計年度任用職員への移行に当たっては、不利益が生じることなく適

正な勤務条件の確保に努めるとともに、住民サービスに支障をきたす

ことがないよう、人員配置には十分留意すること 

３． 東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会等キャンプ招致事業に

ついては、情報収集に努めるとともに、費用対効果のみならずキャン

プ終了後のレガシーへの展開を視野に入れた内容の具体化を検討する

こと。 

４． Net119 緊急通報システム導入事業については、音声による 119 番通報

が困難な聴覚・言語機能に障害を抱える市民が円滑に消防へ通報を行

えるように事業概要の周知徹底を図ること。 

５． 市民が主役の地域活性化事業については、地域ごとの特色ある事業執

行に努めること。また、市民のちから応援補助金については、市民協

働を進める上でも、支所の職員体制の在り方を検討するとともに、活

動団体の掘り起こしに努め、事業の効果的実施を図ること。 

６． 障害者福祉タクシー助成事業については、申請者の返還理由を検証す

るとともに、障害者の移動手段を確保するため、他市の状況及び、情



勢等を注視しながら、事業目的に沿った効果的な施策への対応も検討

すること。 

７． 健幸資源活用によるまち・ひとづくり事業については、各課との緊密

な連携・調整を図るとともに、健康寿命の延伸を目指し、健幸な暮ら

しにつながるよう、事業効果を適宜検証し、取り組むこと。 

８． 応急診療所等運営事業については、二次救急医療機関の負担の軽減を

図るため、医師・薬剤師・看護師・事務員の人材確保に努めること。

また、長門医療圏域では専門医の確保も大きな課題となっており、今

後とも関係機関との連携をいっそう強化し、医師の確保を図ること。 

 

以上決議する。 


